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一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を

送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す

生
涯
学
習
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

県
内
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
の

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

県
内
各
地
域
で
活
躍
し
て
い
る

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
、

日
頃
の
活
動
の
意
義
や
成
果
を
話

し
合
い
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を

深
め
、
今
後
の
活
動
の
資
質
向
上

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、
宇
都

宮
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ（
U
L
C
）

が
中
心
と
な
っ
た
交
流
会
が
2
月

11
日（
水
）に
宇
都
宮
市
立
中
央
小

学
校
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

下
野
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク

ラ
ブ
（
下
野
Ｊ
Ｌ
Ｃ
）
も
こ
れ
に

参
加
し
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
で
き
た
一
方
で
、
下

野
Ｊ
Ｌ
Ｃ
に
は
な
い
他
市
町
の
活

動
も
伺
う
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

刺
激
の
あ
る
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。今

回
の
交
流
会
で
で
き
た
県
内

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
つ
つ
、
新
た
な
活
動

へ
の
意
欲
を
燃
や
し
て
い
た
参
加

メ
ン
バ
ー
の
目
の
輝
き
が
と
て
も

印
象
的
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

下
野
Ｊ
Ｌ
Ｃ
で
は
中
高
生
を
対
象

に
、
随
時
会
員
募
集
中
で
す
。
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担
当
・
柳
田

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

ま
ち
づ
く
り
!!

〜
平
成
20
年
度

『
こ
れ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
大
学
』

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
〜

県
内
N
P
O
と
栃
木
県
の
共
同

事
業
に
よ
り
平
成
19
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
『
こ
れ
か
ら
ま
ち
づ
く
り

大
学
』
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
際
に
こ
れ
か

ら
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
50
〜

60
代
の
未
経
験
者
を
対
象
に
、
県

内
3
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
年
間
4

回
の
全
体
研
修
会
の
ほ
か
、
市
民

活
動
の
提
案
書
作
り
ま
で
個
人
・

グ
ル
ー
プ
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
な
ど
、
実
践
的
な
活
動
の
基
本

を
学
ぶ
講
座
で
す
。
次
年
度
も
開

催
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
生
涯
学
習

課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。）

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
開
始

〜
石
橋
中
学
校
区
〜

地
域
に
お
け
る
地
縁
的
な
つ
な

が
り
の
希
薄
や
個
人
主
義
の
浸
透

な
ど
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
地
域

の
教
育
力
の
低
下
」
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

教
育
活
動
以
外
の
業
務
な
ど
、
教

員
の
業
務
量
の
増
加
が
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
教
員
が
子
ど
も
に
対

す
る
き
め
細
や
か
な
指
導
が
で
き

る
時
間
の
確
保
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
学
校
と
地
域
と
の
連

携
体
制
を
図
り
、
地
域
全
体
で
学

校
教
育
を
支
援
す
る
た
め
、
石
橋

中
学
校
区
学
校
支
援
地
域
本
部
を

設
置
し
ま
し
た
。

対
象
校
は
、
石
橋
中
学
校
、
石

橋
小
学
校
、
古
山
小
学
校
、
細
谷

小
学
校
、
石
橋
北
小
学
校
で
す
。

実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
、
次

の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
実
行
委
員
会
の
開
催

学
校
関
係
者
、
地
域
の
団
体
、

行
政
職
員
な
ど
で
組
織
し
、
事
業

計
画
の
立
案
や
事
業
の
反
省
評
価

を
し
ま
す
。

②
広
報
及
び
普
及
啓
発
活
動

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
し
、

広
く
地
域
の
人
に
事
業
を
理
解
し

て
も
ら
い
ま
す
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
整
備

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
機
能

を
活
用
し
、
人
材
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

④
学
校
と
の
連
絡
調
整

学
校
の
要
請
に
応
じ
た
支
援
が

で
き
る
よ
う
、
幅
広
い
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

⑤
講
演
会
の
開
催

学
校
関
係
者
、
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
地
域
住
民
等
に
聴
講

し
て
も
ら
い
、
具
体
的
な
事
例
等

を
学
び
ま
す
。

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
講
演
会

「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
が

目
指
す
も
の
と
今
後
の
課
題
」

2
月
2
日（
月
）に
石
橋
中
学
校

の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
、
学
校
支
援

地
域
本
部
事
業
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

講
師
に
青
森
中
央
学
院
大
学
の

高
橋

た
か
は
し

興こ
う

先
生
を
お
招
き
し
て
、
全

国
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ

か
ら
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
、
地
域
が

で
き
る
こ
と
、
学
校
支
援
に
は
環

境
の
整
備
支
援
か
ら
学
習
支
援
ま

で
あ
り
、
取
り
組
み
や
す
い
と
こ

ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
な
ど
具
体
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
伺
い
ま
し
た
。

先
生
は
、
青
森
県
の
高
校
の
校

長
先
生
を
務
め
た
後
、
県
庁
の
要

職
を
歴
任
さ
れ
た
方
で
、
文
部
科

学
省
の
学
校
支
援
地
域
活
性
化
推

進
委
員
な
ど
を
務
め
て
い
て
、
全

国
展
開
し
て
い
る
当
事
業
の
立
上

げ
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
現
場
の
実
情
や
事
業
運
営

の
情
報
を
た
く
さ
ん
伺
い
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
に
反
映

さ
せ
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

を
円
滑
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

今年度参加された佐藤善行
さん（薬師寺）のまちづく
り提案書

講演会のようす
（石橋中ランチルーム）


